
JICA ハイチニューズレター：2021年 3月 

 

1.課題別研修:  

研修コース農民参加による農業農村開発(リモート研修)2020年 10 月 12 日～11月 4 日 

農業・天然資源・農村開発省‐農業起業家精神の訓練と促進局（DFPEA）に所属するジョンソン・クレルビル氏が

リモートで参加しました。 

JICAハイチでは、はじめてのリモート研修となりました。日本との時差を考慮し、ビデオ録画のオンライン講習

となりました。COVID19収束後に日本での実地研修が行われます 

 

2.無償資金協力：「中央県及びアルティボニット県小中学校建設計画」 

2020年 11月 9日に完工引き渡し式が実施されました。 

式典には、在ハイチ日本国大使とJICAハイチ支所長およびハイチ国からは首相、国民教育・職業訓

練大臣、そして大統領夫人などが出席しました。日本の協力により建設された学校は全部で12校

(中央県に10校、アルティボニット県に2校)です。全ての学校が耐震構造を備えており、サイクロ

ンなどの自然災害発生時の避難所としても活用可能です。2021年3月末から施設維持管理、保健・

衛生教育、防災教育の3分野におけるソフトコンポーネント(普及啓発、マニュアル整備)が実施さ

れます。本件に関しましては、別途、トピックス＆イベント情報で紹介予定です。 

 

 

 

3.帰国研修員同窓会活動 

ABHJAは、日本で研修を受けたハイチの専門家達で構成されています。2010年 11月 21日に設立され、帰

国研修員が日本で得た知識と経験をハイチ国民と共有することを目指しています。来る 2021年 3月 13日

（土）に ABHJAの 10周年記念の一環として「COVID-19対策啓発デー」を開催し、COVID-19感染防止啓発

活動と JICA が推進する「健康と命のための手洗い運動」をハイチでも実施促進することで更なる対策強

化に努めることを目指します。本件に関しましては、別途、トピックス＆イベント情報で紹介予定です。 

 


